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	応用
	抗原情報
	背景
	機能:オーファン受容体。リガンドはおそらく小分子で、微量アミンと類似性を持つもの（例えば、インドールアミン（5-メトキシトリプタミンなど）またはフェニルエチルアミン（フェニルエタノールアミンなど）の誘導体）、あるいはアミノ酸または生体アミン神経伝達物質の代謝産物のいずれかである。,類似性:Gタンパク質共役受容体1ファミリーに属する。,組織特異性:骨格筋と、扁桃体、海馬、尾状核、視床、視床下部などの脳の特定の領域でほぼ独占的に発現している。黒質にも弱い発現が認められる。,機能:オーファン受容体。リガンドはおそらく小分子で、微量アミンと類似性を持つもの（例えば、インドールアミン（5-メトキシトリプタミンなど）またはフェニルエチルアミン（フェニルエタノールアミンなど）の誘導体）、あるいはアミノ酸または生体アミン神経伝達物質の代謝産物のいずれかである。インドールアミン（5-メトキシトリプタミンなど）またはフェニルエチルアミン（フェニルエタノールアミンなど）の誘導体、あるいはアミノ酸または生体アミン神経伝達物質の代謝物。,類似性：Gタンパク質共役受容体1ファミリーに属する。,組織特異性：骨格筋と、扁桃体、海馬、尾状核、視床、視床下部などの脳の特定の領域にほぼ限定的に発現する。黒質にも弱い発現が認められる。,
	研究分野
	神経活性リガンド-受容体相互作用;
	画像データ
	

	TAAR5抗体のウェスタンブロット解析。右レーンはTAAR5ペプチドでブロッキングされている。
	

	TAAR5 抗体を使用した HUVEC 細胞溶解物のウエスタンブロット分析。

